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第二次ククム幹線道路改善計画 
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ソロモン国第二次ククム幹線道路改善計画 
準備調査報告書（案） 

 

本事業の対象区間にあるルンガ橋は、我が国の無償資金協力による建設から 25 年

以上が経過している中で、本事業の成果を将来に亘って発現させるために必須とな

る橋梁である。

本報告書の本編では、橋梁定期点検要領 1（以下、国交省点検要領）に準じて本橋

の点検を行うとともに、点検の結果を受けて本事業で必要となる補修項目を明らか

にした。

ここでは、橋梁定期点検要領に基づいて、橋梁を適切かつ効率的に管理し，延命

化を図る上で特に重要である主要部材を中心に各損傷の位置・形状等を記録した。

本橋梁の点検結果の記録様式を表 -1 に示す。  

表-1 点検結果の記録様式 

様式の項目 内容

その１
橋 梁 の 諸 元 と

総合検査結果

国交省点検要領の定期点検記録様式（その１）を参考に、

橋梁の諸元と橋梁全体の点検結果の要旨を記録

その２
部 材 番 号 図 及

び要素番号図

国交省点検要領の定期点検記録様式（その４）を参考に、

橋梁の損傷位置を表す番号を付与

その３ 損傷図
国交省点検要領の定期点検記録様式（その９）を参考に、

その２の番号に対応して損傷種類や損傷位置を図示

その４ 損傷写真
国交省点検要領の定期点検記録様式（その１０）を参考

に、その２の番号に対応して損傷写真を記録

1   橋梁定期点検要領：国土交通省   道路局   国道・技術課、平成３１年３月  
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部
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損
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縮
装

置
や

橋
梁
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損
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損
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荷
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2
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 梁

 名
ル

ン
ガ

橋
M

ID

径
 間

 番
 号

1

ル
ン

ガ
橋

上
部

工
下

面
第

1
径

間

至
 ホ

ニ
ア

ラ
至
 
空
港

損
傷

の
種

類
表
 示

損
傷

の
種
類

表
 示

ひ
び
わ

れ

剥
　
離

鉄
筋
露

出

そ
の
他

遊
離

石
灰

漏
　

水

う
　

き

損
傷

の
凡
例

単
位
 (
mm
)
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損
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損
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損
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損
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,
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損
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損

傷
程

度

橋
 梁
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ド
-
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メ
モ

支
承

本
体

の
腐

食
舗

装
の

打
ち

継
ぎ

目

舗
装

の
異

常
損

傷
程

度
-

損
傷

の
種

類

前
回

損
傷

程
度

前
回

損
傷

程
度

前
回

損
傷

程
度

-
-

メ
モ

損
傷

程
度

c
損

傷
の

種
類

写
真

番
号

損
傷

程
度

要
素

番
号

0
2
0
1

部
材

名

径
間

番
号

部
材

名
支

承
本

体
要

素
番

号
0
5
0
1

部
材

名
舗

装
要

素
番

号

橋
軸

直
角

方
向

に
最

大
で

3
c
m

の
歪

み
歪

み
の

長
さ

は
1
2
c
m

程
度

点
錆

が
発

生

写
真

番
号

1
6

径
間

番
号

1
写

真
番

号
1
7

径
間

番
号

1

前
回

損
傷

程
度

-
-

-

メ
モ

メ
モ

メ
モ

e
損

傷
の

種
類

防
食

機
能

の
劣

化
損

傷
程

度
d～

e

前
回

損
傷

程
度

前
回

損
傷

程
度

主
桁

要
素

番
号

0
1
0
3
,0

2
0
3
,0

3
0
3
,

0
4
0
3
,0

5
0
3

損
傷

の
種

類
そ

の
他

損
傷

程
度

e
損

傷
の

種
類

そ
の

他
損

傷
程

度

3

部
材

名
主

桁
要

素
番

号
0
1
0
3

部
材

名
主

桁
要

素
番

号
0
1
0
3

部
材

名

1
4

径
間

番
号

3
写

真
番

号
1
5

径
間

番
号

損 　 傷 　 写 　 真

写
真

番
号

1
3

径
間

番
号

3
写

真
番

号

塗
装

の
焼

失
：
桁

端
部

か
ら

2
.0

m
程

度

メ
モ

損
傷

の
種

類
腐

食

M
ID

橋
梁

コ
ー

ド
-

橋
 梁

 名
ル

ン
ガ

橋

備
考

デ
ー

タ
記

録
様

式
（
そ

の
４

）
　

損
傷

写
真

フ
リ

ガ
ナ

ル
ン

ガ
路

 線
 名

K
u
ku

m
u
 H

ig
h
w

ay
管

理
者
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